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き よ う の 予 定

8時     福山駅前集合

8時 40分  井笠バス「井原行き」乗車

8時 50分  出発 !

9時 10分   「下御領」バス停下車

9時 20分  法童寺跡に到 着

9時 25分  朝のあいさつ、注意など

9時 50分  法童寺古墳見学 :説明

10時 10分  備後国分寺跡到着 :説明

10時 30分  菌雰輸 習矯筆諭署 :さ らに節 留酢

12時    昼休憩 :昼ごはん :ク イズ大会

1時 30分  出発 !!

1時 35分  迫山第9号吉墳到着

2時    迫山第 1号吉墳到着 :説明

2時 30分  迫山第3号古墳到着
かんなべ        ひろば

2時 35分  神辺スポーツ広場到着 :お別れのあいさつ

*井笠バス :福山行き (450円 )

バス停「国分寺前」15:04、 15:34、 16:04

バス停「湯野入口」…・「国分寺前」の次です
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わんだい

年代 蒔  賞 で き ご と
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ポ薦苔歯の冨 ヒミコが
峰菌に鵡 を選る

この漬から、前芳覆筒墳
がつくられはじめる

策盲宋でも、実艶の計男
覆筒境がつくられる

女エヒミコ

選象を雪Fに琶実な箭男
覆筒境がさかんにつくら
れる

信美委著窒が、奎面にながる

群軍 がつくられる

埜な美享が爾 となる

大化の改新

大きな苦豪はほとんど
つくられなくなる    全 姥

つくられる
”類
い聯
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古墳時代とは…

ねんまえ    やよいしたい   おわ       せげんやく        わんころ
いまからおよそ 1700年 前、弥生時代が終わつた紀元約 300年 頃から

ねんころ              ねんかん     なぉだい  はか         おこ       しだい

700年頃までの400年 間は、巨大な墓づくりが行われた時代でした。そ

じだい      こふんじだい

こでこの時代を「古墳時代」といいます。

弥生時代にも墳丘墓と呼ばれる大きな墓がつくられました。これらの墓は、

各略最ごとに廣占につくられ、けにもいろいろありました。ところがぎ墳路

代には全国的に共通 した形と内容をもつ古境がつくられました。

各地域のリーダーである有力者は巨大な墓である古墳に葬 られましたが、

古墳はただの墓でな〈、儀式を行 う場所でもあり、近畿地方のヤマト政権と

のつながりの深さを各地域で確かめる場所でもあったのです。

●ん          こふんじだい        すこ       へんか
400年におよぶ古墳時代には、少しずつ変化があります。この古墳の変

花からぎ磐路疑は美きく、爵軸、革輸、漫動、経栞弱に券けられます。古墳

時代は暮糧の段掃が実きく男農した碍■でした。豪の道真、武馨螢具や暮糧

こうげい0ん   せいさん
の工芸品の生産がさかんになり、これらの生産が

L藁
革
う
する地域もでき、それ

らにはヤマト政権が深くかかわっていきました。

ぎ撃諄kはこのような書費をもつヤマト譲稚が零Fとなって、日本が一つ

のまとまった国家として姿 をあらわしはじめた時代なのです。
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ふくそうひん  うつ か

●副葬品の移り変わり
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古墳時代のムラ

古墳時代のムラは水田などを望む台地や丘の上につくられま

した。また畑作を中心としたムラのほか、海辺で漁業 をξむ

ムラなどがありました。このころのムラは弥生時代以来の竪穴

式住居が中心です。これらがおよそ¬0個ほど集まつて¬つの

ムラができています。ほかにも時期によつて塩づくり、埴輪づ

くりなどを専門とするムラもあらわれました。

た,だい

高台のムラ

平地のムラ
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けんがく    こふん  てらあと
～これから見学する古墳・寺跡～

①法童寺古墳

法童寺古墳群の峰]齢蓄な古境で、現在の算さは為6

メートル、幅1.7メートル、高さ 1.5メートリレです。

石室は横穴式石室で、大きな石を2段に積み、石の

表面には面を整えるために削つた痕がみられます。

造られた時期は古墳の形や石室の造 り方などから

6世紀後半以降と考えられます。

鐵つで得す

耐̈

*横穴式石室を上から見た図です

かたそてしき

片袖式
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②備後国分寺跡

奈良時代に全国に造られた国分寺の中で備後国のもの

です。1972年 (昭和50年 )に発掘調査され東西、南

北ともに180メートルの範囲が寺跡だと考えられています。

建物は東に塔、西に金堂、北に講堂が確認されていま

す。
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③国分寺裏山古墳群

国分寺の裏山にある古墳群で、道の両側に小さな横

穴式石室や箱式石棺がいくつか見られます。

さあ、いくつ見つけられますか?

ぐんじゅうら、ん

群集墳 とは ?…・

その名のとおり、小さな古墳

が狭い範囲にたくさん集まつて

作られている状態をいい、古墳
せいきだい   ぜんこく           けいこう

時代の6世紀代に全国で見られる傾向です。

この群集墳は一

① 山の組旨や容などをギ倫 して、②整に直径
｀

10メ ートルくらいの小型の円墳が、③数十年

の期間に数基から数10基が黛甲げに築かれ

ていて、④横穴式石室をもつものが多く、

⑤いずれも副葬品はわずか、なのが特徴です。

群集墳が築かれたということは、それまで

一部の有力者しか作れなかつた古墳が小地域

単位での有力者のレベルまで古境を作れるよ

うになつてきたということを示しています。

備陽史探訪の会編『古墳探訪』より要約

(12)



④表山古墳群

国分寺裏山古墳群をさらに進むと活Iうに古墳が三基

並んでいます。これが表山古墳群です。その中の第 2

号古墳は 1972年 (昭和47年 )に発掘調査が行われま

した。それによると第 2号古墳は直径が 10.5メートル～8.1

メートリレのゆがんだ円墳で、内部主体は箱式石棺でした。

箱式若棺は横も蓋も石は3枚づつ使われていて、石と

石の隙間だけでなく石棺すべてを粘土でおおっていま

した。石棺には2体の人骨と玉類がおさめられていま

した。

この古墳は5世紀の中頃から後半に造られたと考えら

れています。    |
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⑤迫山古墳群

丘陵 の南斜面に現在 11基の古墳が確認されていま

すが、その中で代表的な三基を紹介 します。

○第 1号古墳

ちょっけい

この古境は直径 19メートル、高さ約 5メートルの円墳で、

埋葬施設は横穴式石室です。             V

横穴式石室は長さ 11.3メートル、幅 2.5メー‖レ、高さ

2.8メートルの大きさをもっています。これは広島

県の中でも最大級の大きさと言えます。

この古墳は1983年 (昭和58年)に発掘調査が

行われました。この時、刀、鉄鏃 (鉄のやじり)、

勾玉、管玉、土器、耳環 (イヤリング)などが見つ

かつています。中でも環頭太刀は大きな成果で     ´

した。

お     ごろ                       ‐

この古墳は6世紀後半から終わり頃に造られた

と考えられています。

(14)



0第 3号古墳

直径 15メートリレ、高さ 2.1メートルの円墳で、埋葬施設

は全長 6.8メートル、幅 1.2メートルの横穴式石室です。

石室は西に向いて開いています。

O第 9号古墳

直径 19メートル、高さ2.6メート|レの円墳で、埋葬施設

は全長 11メートル、現在の高さ 1.6メートルの横穴式石

室です。比較的大きな石室で西に向いて開いて

います。
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迫山第 1号古墳から見つかつた

おもなもの
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